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砂は鉱物でできている

　地殻をつくる岩石：造岩鉱物の集合体－わずか7，8種類の鉱物が岩石の99%を構成する。
砂の粒子を拡大してみてみよう

　鉱物：普通輝石、しそ輝石、斜長石、磁鉄鉱、黒雲母、石英、角閃石、・・・

　岩石片：軽石、スコリア、火山岩片、堆積岩片、変成岩片、・・・

　生物片：二枚貝、ウニ、フジツボ、有孔虫、・・・（石灰質の殻の破片）
　人工物：ガラス片、ビーズ等
湘南海岸の砂の特徴：鉱物の割合が高い。特に輝石が多い　→七里ヶ浜、稲村ヶ崎

「砂鉄」→本当は輝石の割合が高い。本当の磁鉄鉱は青光り、光沢が違う。
砂をつくる鉱物を識別して分けてみよう。（作業）
　実体鏡下で、爪楊枝でピックアップ。チャック付きポリ袋（小）に分けて入れる

　必要事項を記入したラベルをつけること。

ラベルは“標本”と“自然”をつなぐ最後の命綱！
それぞれの鉱物の性質を利用して区別する

　色はどうちがうか？　外形は？　割れ口は？　→写真、表を参照

　かんらん石：ころころした外形、ビール瓶の色。割れ口は不規則。
　輝石：長柱状、四角柱あるいは八角柱、しそ輝石は茶色、普通輝石は緑色

　斜長石：石英と間違いやすいが、短柱状、四角柱状、割れ口が四角。

　石英：そろばん玉のような六角錐の外形、割れ口は不規則、ガラス状。
　磁鉄鉱：不透明、金属光沢、ころころした外形。（六角板状：イルメナイト）
　黒雲母：六角板状、緑黒色～黒褐色（風化すると金色）、平たい破片。

生物源粒子を区別する。

　希塩酸をかけてみよう　－石灰分でできている生物の殻が反応。
　なめらかな外形・・・炭酸カルシウム、硬度が低い。（長石、輝石は６，方解石は３）
砂見て楽しい？

参考書：
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地殻を砂で読む

砂から何がわかるか・・・砂は岩石の分解物、広範囲の地殻の性質を示す

過去の地球は地層の中の砂から読む。

地球の層構造

　地殻・マントル・核　…それぞれ、地表から30km、2900km、6400km（＝中心）まで。
　我々は岩石でできた地殻の上で生活している。
マントルからマグマの形でういてきたもの＝地殻
　地球は密度成層　＝重いもの（密度大）が内側、軽いもの（密度小）が外側。

　密度成層が崩れると対流が起きる。気象現象や、マントル対流。火山のマグマの上昇も。

　大陸地殻を作るもの　古い地殻の90%くらいは花崗岩の仲間。厚み平均35km
　海洋地殻は、はんれい岩と玄武岩を主体としている。厚み5km～10kmくらい。
砂のできかた　…砂は岩石のなれのはて
　岩石の地表風化　→　砂　＋　粘土　＋　溶脱成分（イオン）
　　　　　　　　　　（20%　　　60%　　　　20%）　
　数種類の鉱物からなる岩石…鉱物によって風化に対する強さが異なる

　石英を除くほとんどの造岩鉱物は、高温（多湿）環境で分解されていく

　温度差による膨張・収縮や、摩擦、風や水、氷による機械的破壊も進行する

　→岩石を構成する鉱物のすき間から、だんだんに壊れ、分解していく　…砂の生産

　水に溶ける成分（塩類）：水によって流されていく。降水量が少ない地域では、土壌に蓄積。

　ミネラルウォーターの成分表示：ミネラル（鉱物質）とは、水に含まれる様々な陽イオンをさす。

岩石の風化によって溶け出した成分。・・・砂は風化ののこりもの

海岸の砂

水で運ばれる。粒子は丸くなるが、砂漠ほどではない。

　完全に分解が進まないうちに水で運ばれる　…一般に粒子の中で石英の割合が低い。

　大陸地域の場合は、砂漠の砂が水で運ばれたり、時間をかけて風化して、石英の割合の多い成熟した砂になることが多いが、日本のような変動帯では、火山活動や隆起によって、浸食が早く、化学的風化が進行しないうちに砂として運び去られるので、石英分が増加しない、未成熟な砂になる。（砂はもとの岩石の組成をかなりよく反映する。）

砂漠の砂

　砂漠の砂は風でよりわけられる（細かいものは遠くまで、粗いものは供給源の近くに）

…粒子がそろっている。

風による移動：粒子が互いにぶつかる機会が多い

　　…粒子が丸く円磨されている。表面がなめらか。

　風化を受け続ける

　　…石英がほとんど。（石英は衝撃にも、化学的にも強い）
他にジルコンなどの風化に強い鉱物、
石英の表面に酸化鉄（水に溶けないFe3+）など　←着色原因
＃回覧物（サハラ砂漠西部＝セネガルの砂漠砂など／世界各地の砂）

　地球全体の砂の生産　1012～1013kg/year（現在の推定）　…10億年で大陸地殻を削り尽くす勢い。

　現在、ヒマラヤの形成などで浸食が早いことと、砂のリサイクルの効果（付加体）がある。

地球規模の物質循環（鉱物の旅）

・マントルから玄武岩質マグマが浮上し地殻（玄武岩やはんれい岩）をつくる。

・地殻の再融解で花こう岩マグマができ（大陸衝突や海嶺沈み込み）、地殻上部へ浮上する。

・地表に露出した花こう岩が、水の作用などで風化し、砕かれ、石英だけが残る

・石英の粒子が風で飛ばされ、風下にたまる。（砂の砂漠形成）

・石英の砂が陸成層として保存される。あるいは海に運ばれ、海成層になる。

＃回覧物：スコットランドの海岸に露出する、３億7000万年前の砂漠の砂岩層

ではなぜ湘南の砂には石英が少なく、輝石が多いのか？

→神奈川の位置に関係している。世界的に見て特殊な場にある。

他の惑星と大きく異なる地球の特徴　表面に大量の水（＝水圏の存在）

水のはたらき

１）熱を運ぶ役割（状態変化、潜熱輸送）：比熱大、水蒸気は温室効果気体

２）ものを溶かす能力：風化作用、イオンとして物質輸送　生命活動にも重要

３）ものを運ぶ能力（流水）：浸食、運搬、堆積…地表の改変

　固体表面での水の動き　水の三態変化

熱輸送…表面環境をマイルドに保つ　気候への影響

生命活動を支える　…光合成に水を利用、水溶液として消化・吸収、排泄

　高いところを削り、低いところを埋め、特有の地形をつくる。扇状地、平野、三角州、etc.

河川

水の循環　蒸発、降水、地表の水が海へ戻るまでの過程…河川

　蒸発量、降水量、海洋の塩分濃度
湘南の砂を運んだもの・・・砂の起源の解析例
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